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まえがき: 睦の 3傍体 (3n=39) を実験的に造る| いて夫々高温処理を施し後常温水にもどして行った。
ζとは我が固に於ても米国に於てもなされている。我| 仏飼育管理〉越理演の魅卵は夫々スライド 1枚分
が冨では広島大学の川村智治郎教授をはじめ多くの方| ずつを直径25cm叉は 33cm水溜に^ る。〈卵の60-70
々が低温処理法によりされて震るが、米国で行つてい 1 %は死ぬ。死んだ卵は動物極が上を向かないので 1 ..... 
る高温処理法はあまりなされていない様なので忍は神 1 2時間で路、判定することが出来る。〉苑んだものを
戸大学の佐藤民部先生の助言を得て実験を試みた。 1 そのまま放置すると、すぐに水が腐敗するのでそれを
材料としては当東路地方にはトノナマガエノレ (Rana 1 取り来る。寒天質の卵殻より約 1週間〈水温により還
nigromaculata nigromaculata Hallowell.) ヌマガ:r. 1 速がある〉にして滋ぎ出すから滋ぎ始めたら極少量の
Jν (Rana limnocharis Wiegm如 n.) ツテガエル| 餌を与え成長に伴ないその量を増して行った。
(Rana rugosa Schlegel.) 等がいるがダルマガエル| 餌としてはホーνyソクか白菜の郊でた物を与えた
(Rana nigromaculata bribipoda) が最も多く、ス手| たぺのとしをすると餌が腐敗し、ついで水が開放する
しやすいのでとれを使用することにした。 1 ので 1図の量はなるべく少なく与えた。叉水溜中には
3 僚体の出来る機構: 魅は周知の通り波数分裂の第| クロモを若干スれ、 perfect aquarium となし 1週間

} 分裂〈異型核分裂〉を終えて精子の助精を待ち第二| に 1皮位換71<じた。 171 < 溜中での餌育潤体数は20吋 30
分裂〈向型核分裂〉の第二J箆体を放出するが、この時 1 ] 2 ! l が成育には良好である。
低温叉は高温処理を施すと〈処理温度は駿の種類によ 1 (c.3倍体の検定〉オタマグヤクV の体長が 1-1.5
傾なるが〉出かかった第二極体は放出されずもとに Ic m 位になった時 1匹宛とり出し、尾端より必~ 巧の
もどり、その結果、卵核と精核と極体の核とが融合し| 個所をメスで切断し、固定染色し、トータルプレパラ
てそこに S傍体が出来るのであると考えられている。 1 ートをつ〈り検鏡した。 (tale tip method) 固定には
実験: (a. 人工受精と温度処理) 5 月5 日野外より 1 Navashin の固定液を染色には Heidenhain の haema-
ダルマガエルの峰雄']0数匹を採集して雌の腹部に脳下 1 toxylin を用いた。
翠体を蹴芭し、 5 月 613に 1個体 5 月7 日に 2個体よ| 笑験結果: 湿度処理を施した態卵の努生個体数・宛
り採卵人ヱ受精を行い高混処理した。人工受精は雌の 1 : 生率及び 3倍体の出現率・ 2倍体と 3倍体方タマグヤ
腹部を両手の指指で国自し排出した卵をスライドガラ| クV の上皮細胞の大きさは夫々第一義・第二表・第一
ス上に一平函になるように採卵し、すみやかに精子懸| 図の如くである。筒、図のうち ( A )は尾端より 4 m m
濁液をスポイドで充分にかける。 7分犠にあらかじめ| 附近中央部、 ( B )は l m m附近をカメラ Jレνダにより
温度を調節しておいた皆殺溺の徴湿湯の中にスライド| スケッチしたものである。
にのせたまま静かにスれ別表の如き温度及び時間につ

〔第一表: 温度処理後150 . 時間後における生存個体数及び百分比〉
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〔註 No.2はやや未熟卵であった〉
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E第二表 3倍体の出現率〉

処理温度 処理時間 被検個体数 I3 倍体数r2 倍体数 s倍体出現率
15 分 8 匹 2 匹 2 匹 75 %  

400 C  10 分 18 匹 5 匹 5 匹 72.2% 

5 分 10 匹 6 匹 6 匹 40 %  

20 分 15 匹 0 匹 15 匹 o  %  
380 C  15 分 8 匹 0 匹 8 匹 o  %  

10 分 6 匹 o 匹 6 匹 o  %  
350 C  各分 検定せず

E第一図 3倍体と 2傍体の上皮細胞の応駿〕
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考察( 1 ) 蛙卵の受精率及び発生率は処理温度が高| る測定を行わなかったが、その聞には大差は見られな
い程、叉、臨時習の長い程低い。倫異常発生を行う| かった。上皮細胞の大きさは3 僻の方が大きく殊に
ものが見られる。 I核は 3倍体の方がはるかに大きい。
ω撤回数が少ないけれども時体の翻は温度| あとがき: 以上識に Original な、そして不充分な
と時間とに相関関係がある様に思われる。 38'C では| 突験ですが御一読を賜わり御叱E いただければ幸甚と
時聞に関係なく H 音体は発現しない。 I存じます。終りに御指導下さった佐藤先生に謝意を表
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